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2018年3⽉期2Ｑサマリー

業績

各事業の状況
総契約数が前年同期⽐17,100増(2.6％増)
 2017年9⽉末契約数：664,400契約

回線数が前年同期⽐8,200増(11.4％増)
 2017年9⽉末回線数：80,700回線

増収減益

 営業収益155億93百万円（前年同期⽐ 1.4％増）
 営業利益 33億91百万円（前年同期⽐ 3.1％増）増収増益
 営業収益310億48百万円（前年同期⽐ 1.8％増）
 営業利益 64億90百万円（前年同期⽐▲6.0％減）上期

2Ｑ単独



2017 
1Q-2Q

(A)

2018
1Q-2Q

(B)
増 減

(C=B-A)
増減率
(C/A)

営業収益 30,506 31,048 +541 +1.8%

営業費⽤ 23,601 24,558 +957 +4.1%

営業利益 6,905 6,490 ▲415 ▲6.0%

（Margin） (22.6%) (20.9%) (▲1.7P) -

経常利益 6,928 6,511 ▲417 ▲6.0%

当期純利益* 4,929 4,459 ▲470 ▲9.5%

3

2018年3⽉期2Q業績（連結）①

百万円

*親会社株主に帰属する当期純利益

連結
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通期業績予想に対する進捗

*親会社株主に帰属する当期純利益

0% 25% 50% 75% 100%

当期純利益

営業利益

営業費⽤

営業収益

百万円

営業収益

営業利益

営業費⽤

進捗 通期業績予想

49.2%

48.1%

54.1%

54.4%

63,100

51,100

12,000

8,200当期純利益*

31,048

24,558

4,459

6,490
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営業利益の増減要因

営業収益
(電気通信)

設備関連
コスト等

営業関連
コスト

+175

（百万円）

17.3期
1Ｑ-2Q

18.3期
1Ｑ-2Q

販売数の増加により営業関連コストは増加したものの
電気通信事業営業収益は順調に伸⻑

6,905
6,490

▲415百万円(▲6.0％）

営業収益
(附帯)

+834

+123▲44
+585

・端末販売台数は増加したものの
販売単価減少により附帯収⼊は減少

・販売台数の増加に伴い
販売費⽤及び端末販売原価が増加
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2018年3⽉期2Q業績（連結）②

2017 
1Q-2Q

(A)

2018
1Q-2Q

(B)
増 減

(C=B-A)
増減率
(C/A)

フリーキャッシュフロー 1,425 1,408 ▲17 ▲1.2%
（関係会社への
貸付増減額を除く） (2,624) (3,811) (+1,186) -

EBITDA 10,035 9,604 ▲431 ▲4.3%

（Margin） (32.9%) (30.9%) (▲2.0P) -

設備投資 3,723 1,976 ▲1,747 ▲46.9%

連結

単位：百万円
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2018年3⽉期2Q設備投資の状況

961
1,255

920

2,132

808

2,914

1,086

2,072

661

1,315

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

18.3期16.3期 17.3期
18.3期16.3期 17.3期

6,900(予)

【四半期推移】 【通期推移】
(百万円)

5,013

7,833

4,696

28

(百万円)

2,564

とみぐすくNC竣⼯

とみぐすく
ＮＣ
2,564

5,269

6,882
・交換機設備投資
・700MHz帯設備投資

設備投資(2Q）は、概ね計画通りに推移（前年同期⽐54.9%減）

1,976

・基地局建設投資
・800MHz帯設備投資
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オペレーションの状況



2017 
1Q-2Q

(A)

2018
1Q-2Q

(B)
増 減

(C=B-A)
増減率
(C/A)

純増数 4,400 8,200 +3,800 +85.2%

総契約数 647,300 664,400 +17,100 +2.6%

携帯電話総販売数(台) 98,700 112,600 +13,900 +14.1%

総合ARPA (円) * 6,583 6,708 +125 +1.9%

内au通信ARPA* 6,293 6,386 +93 +1.5%
内付加価値ARPA* 290 322 +32 +11.0%
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2018年3⽉期2Ｑサービスデータ

*MVNOおよびプリぺイドを除く。



2,600

4,700

3,500

5,400

3,500

1,900

6,700

2,400
3,2003,500

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
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純増数の推移

15,600 13,300

16.3期 18.3期17.3期
13,000(予）

UQモバイル沖縄が好調に推移し、前年同期⽐82.８%増の4,700を確保
通期予想（13,000）に対し進捗率62.8％となり順調に推移

YoY  
+82.8%

進捗率
62.8%
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UQモバイル沖縄の状況

UQモバイル沖縄累計稼働数の推移

2QにUQスポットを3店舗オープン(県内6店舗⽬)
店舗拡⼤に伴い更なる累計稼働数積上げを図る

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

UQスポット サンエー与勝シティ

UQスポット サンエーしおざきシティ

UQスポット
TSUTAYA⼩禄

UQ スポットサンエー⽯川ショッピングタウン(NEW)

UQスポットサンエーマチナトシティ(NEW)

UQスポットコザ (NEW)

17.3期 18.3期

■新たに3店舗をオープン
・UQスポットコザ
・UQスポットサンエーマチナトシティ
・UQスポットサンエー

⽯川ショッピングタウン



0.57%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

解約率の推移

17.3期

0.61％

新プラン導⼊により解約率は前年同期と同⽔準まで低下

*データ専⽤端末、タブレット、モジュールを除く。

0.57%
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18.3期

* * UQ mobileの解約を含む。

0.60％
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au通信ARPAの状況

au通信ARPAは前年⽐+107円（1.7％増）

6,335 6,442 

17.3期(2Q) 18.3期(2Q)

+107

（+1.7％）

1⼈当たりモバイルデバイス数

1.400 1.434

(台)

スマートフォン浸透率

17.3期2Q末 18.3期2Q末

注1）

60％ 63％

注1）プリペイド、MVNOを除く
注2）（分⼦）スマートフォン（分⺟）au契約数からデータ専⽤端末、タブレット、通信モジュールを除く

注2）

（円）
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au新料⾦プラン（auピタットプラン/auフラットプラン）

(台)

7月 8月 9月

2万契約突破
9/22からは

iPhoneも対象に

新料⾦プラン契約者数 新料⾦プラン選択率

87.4％

*9/1〜9/30までの新料⾦プラン加⼊可能なお客様が対象

・新料⾦プラン契約者数は順調に伸⻑
・対象端末購⼊の約9割のお客様が新料⾦プランを選択
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オペレーションの状況



2017 
1Q-2Q

(A)

2018
1Q-2Q

(B)
増 減

(C=B-A)
増減率
(C/A)

純増回線数 6,300 4,000 ▲2,300 ▲36.4%

累計回線数 72,500 80,700 +8,200 +11.4%

ARPU（円） 5,002 5,013 +11 +0.2%

16

2018年3⽉期2Ｑサービスデータ（ａｕひかりちゅら）
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純増回線数の推移

1,800

3,400

2,400
2,700

2,200

3,200 3,100
2,600

1,700
2,200

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
10,700 10,500

16.3期 18.3期17.3期

通期予想（8,300）に対し進捗率48.5％となり概ね予定通りに推移

8,300(予）

進捗率
48.5%
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その他のご報告

その他のご報告
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新規事業

特産品EC事業を中⼼に売上は伸⻑

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

EC その他

ＥＣ

52

[百万円]17.3期 18.3期

ECを開始

新規事業売上推移

EC事業：前期⽐5倍!!

その他
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やさい⼯場事業の拡⼤（美ら島ベリー）

⽇清紡ホールディングス様から技術提供を受け
ICTを活⽤した安全・安⼼のいちご「美ら島ベリー」の⽣産に着⼿

⾃治体の賃貸⼯場を活⽤

⼤宜味村

⼤宜味村企業⽀援賃貸⼯場

完全無農薬・⽔耕栽培にて⽣産

⽇清紡ホールディングス様いちご⼯場



CSR活動（沖縄セルラー⼦ども基⾦）
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■沖縄セルラー⼦ども基⾦概要
沖縄セルラーグループが運営するＥＣサイト、「沖縄ＣＬＩＰマルシェ」の収益の
⼀部を財源とする「沖縄セルラー⼦ども基⾦」を昨年25周年記念事業として設⽴

10⽉23⽇に⼦どもを⽀援する4団体へ各30万円を寄付
（本取組は、2年⽬で合計9団体へ実施）
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CSR(IoT技術で社会に貢献)①

社会的問題解決に向けて実証実験
定期的にごみの集積量をサーバへ通知、2017年度の商⽤化を⽬指す

LTE-M実証実験

IoTセンサー付ごみ箱の遠隔監視による
ごみ回収タイミング等の効率化を⽬指した
屋外実証実験を国際通りにて実施。
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CSR(IoT技術で社会に貢献)②

サンゴ礁保全活動の普及啓蒙に向けて、技術的協⼒

サンゴ礁再⽣に向けての取組み

サンゴ礁育成の為のIoT⽔槽の開発

サンゴの養殖技術
画像・⽔温等の
記録を管理する
アプリケーション

⾼海⽔温の影響により⽩化したサンゴ礁 サンゴ礁の再⽣

IoTを活⽤した⽔槽でサンゴを育成

育成したサンゴを海へ
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参考：業績の推移

13.3⽉期 14.3⽉期 15.3⽉期 16.3⽉期 17.3⽉期 18.3⽉期
1-2Q

営業収益 （百万円） 52,177 55,759 59,585 62,656 63,017 31,048

電気通信事業 35,717 39,149 41,807 43,456 43,924 22,487

附帯事業 16,459 16,610 17,778 19,200 19,092 8,561
営業利益（百万円）
［営業利益率］

9,130
[17.5%]

9,159
[16.4%]

10,331
[17.3%]

11,212
[17.9%]

11,703
[18.6%]

6,490
[20.9%]

設備投資【竣⼯ベース】（百万円） 8,036 11,487 7,268 7,833 6,882 1,976

フリーキャッシュフロー （百万円）
[関係会社への貸付⾦増減額を除く]

3,219
[▲178]

3,030
[1,623]

2,495
[6,301]

3,183
[6,878]

2,976
[8,572]

1,408
[3,811]

有利⼦負債残⾼ （百万円） 1,543 1,500 1,159 743 459 341



●この配布資料に記載されている業績予想及び契約数予想等はいずれも、当社が現時点で⼊⼿可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、競争
状況、新サービスの成否などの不確実な要因の影響を受けます。従って、実際の業績及び契約数は、この配布資料に記載されている予想とは⼤きく異なる場合が
ありますことをご承知おきください。

●本資料の⼀切の権利は当社に属しており、⽅法・⽬的を問わず、無断で複製・転載を⾏わないようお願い申し上げます。

お問合わせ先
沖縄セルラー電話株式会社
経営管理部 IR・経営戦略グループ
ＴＥＬ：098-951-0639 E-mail：oct-ir@au-mobile.com
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